
公民館を拠点とした
地域住民による区誌編纂の取り組み

～県内・県外の様々な機関と連携した

地域資料のデジタル化事業を核として～

「第８回 信州 知の連携フォーラム」

駒ヶ根市立東伊那公民館長 春日由紀夫



駒ヶ根市東伊那地区
戸数 約５００戸
人口 約1,800名



・明治８年、旧高遠藩中沢郷の五ヶ村が一緒になり東伊那村が誕生
・昭和２９年赤穂町、中沢村と合併して駒ヶ根市東伊那区となる

東伊那のシンボル
「高鳥谷山」



区誌編纂のコンセプト

1. オールカラーで三分冊「手に取って見やす
い、読んで楽しい、私たちの区誌」

2. アナログとデジタルの良いところを取り入
れたハイブリッド風土記

3. 地域資料研究の更新も見据えた区誌全体の
デジタル化

4. 今だから聞ける、今でしか聞けない「東伊
那の思い出」収集



（１）県立図書館デジタルアーカイ

ブ事業との連携（保存）

（２）デジタル化による地域研究の

更新（東伊那学の誕生）

（３）地域デジタルボランティアの

募集・育成（Society5.0）

（４）中高大生のデジタル化事業へ

の参画（地域文化の継承）

地域資料の「デジタル化事業」
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地域資料の「デジタル化事業」
その後の進展



古文書デジタルスキャンの手順

文書をスキャナーにセット

専用ソフトでスキャン
全てのページをスキャン
するまで繰り返す

専用ソフトでスキャン
結果の確認

必要に応じて切出し範囲の修正

ファイルに保存
目録の名前でフォルダを作成し保存する



古文書デジタルスキャンの工夫

手順書の作成

手順書を作成し、誰でもできるように

保存ルールの明確化

ファイル名の付け方を単純なルールで明確にする

ルールは厳格にしすぎない

手順やルールは定めるが、あまり厳格にしない．
古文書は様々な形態があるので、柔軟に対応できるようにする．
例えば、文書が厚い場合は、いくつかのファイルに分かれてもいいことにしている．
（あとから編集して１つにまとめることも可能なので）



古文書デジタルスキャンの課題

ある程度PCの操作に慣れている必要がある

ソフトを使ってスキャンするため、ある程度PCの操作に慣れていないと
難しいかも知れない．（ファイル名の入力など）

時間がかかる
スキャンにはかなりの時間がかかる．１冊のスキャンを終えるのに、
数時間かかることもある

文書の形態がまちまち

古文書は、冊子だったり巻物だったりと形状がまちまち．
また、大きさも様々である．裏写りしやすい薄い紙も多い．
このため、一律の方法でスキャンが出来ない．



古文書解読から見えてくるもの

 古文書から、地域の先人達の活動
の痕跡が見えてくる。

 農民は「死なぬよう生かさぬよ
う」な生活を強いられた貧しい
人々ばかりではない。

 高遠藩は江戸稼ぎや旅稼ぎを奨励。
運上金を取り立てたが、その他は
稼いだ者の収入にしてよいことと
した。

仁兵衛殿、私たちのところの忰が日本
橋本船町番屋にて住み込みで仕事をさ
せてもらえることになったのですが、
身元金が必要なので金15両貸してくだ
さい！
（借主の弥左衛門町番屋七兵衛・民次
郎、受人の新肴町番屋作兵衛より）



古文書解読から見えてくるもの

 東伊那の人の中には江戸に店
を構えて商売をする者も現れ
たと思われる。

 江戸に住む者が東伊那の農民
から借金をしているため、江
戸稼ぎに出たまではよかった
が、資金がなく、故郷の金持
ちに頼み込んだのでは？

惣右衛門殿・常右衛門殿、私
たちは商売の身元金とどうし
ても必要なことに使うための
お金がないので金5両貸してく
ださい！
（借主の時野新道番人角治
郎・本銀町一丁目番人長五郎、
本材木町口入番才兵衛より）



地域資料の「デジタル化事業」
成果と課題

デジタルアーカイブに対する
理解の深化

地域資料に対する意識の変化
（大切にしようという意識の
醸成）

地域文化に対する誇りの育成

様々な機関との連携強化

（博物館・図書館・大学）

具体的な作業に取り組んでくれ
る方の確保（募集から育成へ）

機材の充実と更新

予算確保の難しさ

（補助金の活用）

収集した地域資料の保管方法

（博物館連携・資料室？）

活動の継続方法

（公民館講座・郷土研究会）



【地域への広報活動】

1. 定期的に区誌編さん便りを発
行して区誌編纂への理解を深
めると共に、区誌編纂に関わ
る研究成果発表の場としても
活用する。

2. ＳＮＳを活用した情報の共有

◆多様な世代に向けての情報発信
として活用する。

区誌編纂事業の地域への広がり１



3. 研究成果を地域に発信！！

「東伊那再発見講座」
（１）区誌編纂に関わって研究してきた

内容を地域の皆さんに伝える場

（２）普段何気なく過ごしている東伊那

の本当の素晴らしさや価値に気づ

く場

（３）地域の多様な研究者のアウトプッ

トの場

区誌編纂事業の地域への広がり２



上伊那の全酒蔵参加！！
「利き酒会」も楽しみました

酒蔵の社長さんによる
「酒講演会」も実施！！
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【語り継ぐ地域誌】

「昔の東伊那を語る会」
（１）地域の大先輩に今でしか聞けない

昔の東伊那の様子や言い伝え等を

記録する。

（２）大先輩方にも自分の経験を語り残

したいという気持ちがあり、その

希望を実現する場を提供すること

で生きがいづくりにつながる。

区誌編纂事業の地域への広がり３



【現在の生態系を記録】
「東伊那シチズンラボ」
（１）シチズンサイエンスの手法を取り

入れて地域の現在の生態調査に取

り組む。

（２）調査方法を確立し、調査体制を整

えることで今後も地域の生態系調

査を継続することができる。

区誌編纂事業の地域への広がり４



「＋東伊那」の学習支援
（１）東伊那小学校の先生方の地域研修

をコーディネートして、東伊那へ

の理解を深めていただく。

（２）社会科等の教科学習と関連する地

域の学習材や東伊那ならではの学

びを提供する。

（３）地域を題材とした総合学習への多

様な支援に取り組む。

区誌編纂事業の地域への広がり５



【中学生との共同学習】

「ふるさと学習」
（１）地域に残る文化遺産を調査し、

学習成果を文化祭で発表

（２）地域資料のデジタル化作業に

中学生が体験参加

（３）中学生による地区外の方への

文化財説明ボランティア

区誌編纂事業の地域への広がり６



区誌編纂事業の地域への広がり７
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区誌編纂事業の地域への広がり
『東伊那１５０周年PROJECT』



「楽しみ」から始めよう
ー「地域を知る」ってどんなこと？ー

様々な機関と継続的に交流し、共催講座を企画するなど
共に活動する場を設定して意思疎通を図り、「仲良し」
になる。

「地域資料の発掘」は公民館、「地域資料の登録・保
存」は博物館や南信工科大等、得意分野での役割分担で
質の高いアーカイブを構築する。 互いに刺激し合い、
わくわく感を大切にしながら実践する。

「地域文化への尊敬の念」を共有し、同じ目的（理念）
に向かって共に努力する。



「楽しみ」から始めよう
ー「地域を知る」ってどんなこと？ー

「地域を知る」楽しみ

「地域でつながる」楽しみ

「地域を開く」楽しみ

「地域を続ける」楽しみ
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